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今月の主な話題 

船岡地域の小学校４年生が４月25日に早期米
コシヒカリの田植えにチャレンジしました。 

町内小学生が田植えを 
体験学習 
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八頭町男女共同参画審議会委員 
募集！！ 

　八頭町の男女共同参画を推進するために設置する
「男女共同参画審議会」の委員を次のとおり募集し
ます。 
 
１．審議会の役割 
①男女共同参画に関する重要事項についての調査
及び審議 
②男女共同参画行動計画の策定支援 
③男女共同参画の推進に関する施策についての提言 

 
２．任　　期　２年（任命の日から） 
 
３．募集人員　６名（審議会委員15名のうち、６名を公募） 
 
４．募集期限　平成17年６月20日（月） 
 
５．応募資格　（次の全ての要件に該当する方） 
①町内在住の18歳以上の方　 
②男女共同参画の推進に意欲のある方 
③年間３回程度開催する審議会に出席できる方 
 
６．応募方法 
　住所・氏名・年齢・性別・職業・電話番号・簡
単に応募の動機等を記載した申込書（様式は自
由）を持参、郵送、ＦＡＸ、Ｅメール等で提出
してください。 

 
７．応 募 先 
〒680-0493 
八頭郡八頭町郡家493　八頭町役場企画人権課 
　1　（0858）76－0203　FAX（0858）73－0414 
　Eメール  kikakujinken@town.yazu.tottori.jp  

　私たちのまわりの生活を見渡すと、「男は仕事」
「女は子育てや介護」あるいは、「男らしく」「女
らしく」というように性別で役割が分けられがち
なことに気づきます。 
　「男女共同参画」とは、性別にとらわれず社会
のあらゆる分野において、一人ひとりの個性を認
めた上で、男性も女性も計画・決定・実践に力を
合わせてかかわっていくことを意味しています。 

　このたび八頭町の総合計画を作成するにあたり、
住民の皆さんから広くご意見を受け付けます。 
受付方法 
その１　役場本庁福祉課窓口、船岡支所地域振興

課窓口、八東支所地域振興課窓口に計画
書（素案）を設置しますので意見などを
ご記入ください。 

その２　役場ホームページに計画書（素案）を掲
載しますのでメールで意見などをお送り
ください。 

受付期間　平成17年６月20日（月）～７月20日（水）まで 
役場ホームページ　http://www.town.yazu.tottori.jp 
Ｅメール　kikakujinken@town.yazu.tottori.jp 
お問い合わせ先　企画人権課　1 76－0203

「男女共同参画」とは？ 

男女共同参画啓発シリーズ ① 
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松 田 秋 夫  
（万代寺） 

小 林 久 幸  
（日　田） 

秋 山 宏 樹  
（志　谷） 

池 本 　 　  
（西　谷） 

石 破 正 仁  
（郡家殿） 

岡 嶋 正 広  
（船　岡） 

小 倉 一 博  
（下　野） 

梶 　 　 稔  
（徳　丸） 

鎌 谷 　 收  
（船　岡） 

川 西 　 聡  
（才　代） 

河 村 久 雄  
（覚王寺） 

桑 村 和 夫  
（山　田） 

下 田 敏 夫  
（郡　家） 

竹 内 康 紀  
（山志谷） 

谷 本 正 敏  
（米　岡） 

西 尾 節 子  
（土師百井） 

林 　 展 正  
（国　中） 

前土居一泰 
（下峰寺） 

森山大四郎 
（安井宿） 

矢 部 博 祥  
（用　呂） 

山 本 弘 敏  
（船岡殿） 

　
平
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17
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回
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会
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時
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が
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ま
し
た
。
こ
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た
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各
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と
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ま
り
ま
し
た
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■八頭町議会常任委員会委員名簿 

議長に　松 田 秋 夫 　副議長に　小 林 久 幸  

岡　嶋　正　広 

西　尾　節　子 

鎌　谷　　　收 

竹　内　康　紀 

谷　本　正　敏 

松　田　秋　夫 

矢　部　博　祥 

委 員 長  

副委員長 

委 員  

委 員  

委 員  

委 員  

委 員  

河　村　久　雄 

森　山　大四郎 

秋　山　宏　樹 

池　本　　　　 

石　破　正　仁 

桑　村　和　夫 

前土居　一　泰 

梶　　　　　稔 

山　本　弘　敏 

小　倉　一　博 

川　西　　　聡 

小　林　久　幸 

下　田　敏　夫 

林　　　展　正 

総務常任委員会 産業建設常任委員会 教育福祉常任委員会 
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　平木町長は、５月２日に西山淳夫前企画人権課長
を教育委員に選任し、議会の同意を得ました。これ
を受けて、５月３日の八頭町教育委員会で教育長に
互選されました。 
　引き続き５月13日に中家俊夫前議会事務局長を助
役に、桑村和義前総務課長を収入役に選任し、議会
の同意を得ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
　これにあわせて、役場では５月17日付で次のとお
り人事異動を行いました。（　　）は前任。 
 
◎総務課 
　課　長　井山　愛治（船岡支所　支所長） 
◎出納室 
　室 長 補 佐 
　（兼）出納係長

　奥田　晴夫（総務課
　
課長補佐） 

　主　任　山崎　泰宏（船岡支所　地域振興課 主任） 
◎企画人権課 
　課　　　長 
　（兼）情報政策室長　白岩　和典（出納室　

室長） 

◎福祉課 
　主　任　中浦　弘隆（総務課　主任） 
◎八東保健センター 
　所 長 補 佐 
　（兼）介護保険係長　横山　俊恵（出納室　

室長補佐） 

◎地籍調査課 
　課 長 補 佐　保木本義博 
　（兼）地籍調査係長　（八東保健センター　所長補佐） 
◎船岡支所 
　支所長　山根　貴和（船岡支所　産業振興課 課長） 
　産業振興課長　米澤　美幸（地籍調査課　課長補佐） 
　地域振興課主事　田中　健滋 
　　　　　　　　　（八東支所　住民生活課 主事） 
◎八東支所　住民生活課 
　主　任　稲村　育恵（福祉課　主任） 
◎議会事務局 
　局　長　山本　政明（情報政策室　室長） 
 

西山教育長 中家助役 桑村収入役 

八頭町役場の新体制が 
決まりました 

　八頭町では、町内における葬儀に際し、次のとお
り定めていますのでおしらせします。 
　町民の皆さんのご理解をお願いします。 
 
【お問い合わせ先】 
　本　　庁　総務課　176－0201

特別功労表彰者、現職の町長、町議会

議長及び公務のために死亡した者 

…弔辞、供花15,000円以内  

…弔慰金80,000円以内、議会との

協議で町葬執行可  

元町長、町議会議員、選挙管理委員会

委員、監査委員、農業委員、教育委員、 

固定資産評価委員、統括消防団長及び

消防団長、町職員  

…供花、香典20,000円以内 

元町議会議員、元助役、元収入役、元

教育長、町立学校に勤務する校長及び

校医、消防団員、別表 1に定める審

議会、協議会、委員会の委員 

…供花、香典10,000円以内 

行政区長、民生委員、人権擁護委員、

行政相談員、別表 2に定める各種団

体の代表、町立学校に勤務する教職員、

元村議会議員、並びに特別弔事、第1

種弔事該当者の同居の一親等の親族 

…供花、香典5,000円以内  

すべての住民に弔電 

特 別 弔 事  

第１種弔事 

第２種弔事 

第３種弔事 

第４種弔事 

町民の皆さんへ 

別表１    

国民健康保険運営協議会委員、社会教育委員 

公民館運営委員、体育指導委員、都市計画審議委員 

学校給食運営委員会、振興審議会委員 

部落差別撤廃人権擁護審議会委員、交通安全指導員 

固定資産評価審査委員、地区公民館長 

別表２  

町内ＪＡ支店長、商工会長、社会福祉協議会長 

土地改良区理事長、老人クラブ連合会の会長 

連合婦人会の会長、連合青年団の団長 

母子会長、連合遺族の会長 

身体障害者福祉協会会長、体育協会長 

） 

） 

） 

） 

船岡 

船
岡
竹
林
公
園 

ふ
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か
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林
ま
つ
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郡家 

安
徳
の
里 

姫
路
公
園
ま
つ
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八東 

八
東
ふ
る
さ
と
の
森 

オ
ー
プ
ン 

今年も 
　多数来場 

　４月29日（金）竹林公園を会場に第11回ふなおか竹林まつりが開催されました。ま
た、同日八東ふる里の森もオープンしどちらも家族連れなどでにぎわいました。また、
５月３日（火）安徳の里姫路公園でも姫路公園祭りが開催されました。 
　当日はそれぞれ好天に恵まれ、来場したみなさんが恒例のイベントを楽しみながら
思いおもいの休日を過ごしていました。 

（ヤマメつかみどりの様子） （ヤマメつかみどりの様子） 

（木工教室の様子） （木工教室の様子） 

（キャンプ場の様子） （キャンプ場の様子） 

（農産物等直売所前の様子） （農産物等直売所前の様子） 

（竹とんぼ飛ばし大会表彰式の様子） （竹とんぼ飛ばし大会表彰式の様子） （広場テントのまわり） （広場テントのまわり） 
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　船岡図書室が４月２日船岡公民館の向かい側に新
しくオープンしました。 
　明るく広々とした室内に、たくさんの本を準備し
ています。雑誌も「ESSE」「ASAHIパソコン」な
ど30誌そろえ、バックナンバーの貸し出しもしてい
ます。みなさんのニーズに合わせて図書室を充実さ
せていきたいと考えています。 
　お気軽にリクエストなど、お申しつけください。 

休館日（毎週月曜日、最終木曜日） 

郡家図書館　おはなし会（15:00～） 

日 月 火 水 木 金 土 
土 

６月のカレンダー 

   1 2 3 4 

5 6 7 8 9 10 11 

12 13 14 15 16 17 18 

19 20 21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 

八頭町宮谷256－4 

八頭町船岡536 

八頭町才代131

1（0858）72－6660 
1（0858）72－3970 
1（0858）84－3001

町立郡家図書館 
船岡公民館図書室 
八東公民館図書室 

八頭町 
図書館（室）情報 

船岡公民館図書室新装オープン！ 

八東図書室   も便利になりました 

司　書 

山根　珠美 

司　書 

山根　　純 

司　書 

石井　瑞保 

私たちがお待ちしています 

　図書館・図書室の本の貸出しには、「図書利用者
カード」が必要です。まだ未登録の方で、本の貸出
しを希望される人は、図書館・図書室で利用者登録
をしてください。 
　申し込みは無料
で、すぐに右のカー
ドをお作りします。 
　本を借りたい時に
はこのカードを持っ
て、図書館・図書室
においでください。 

船
岡
図
書
室
に
て 

小
学
生
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ 

図書館（室）の利用者登録をしましょう 

町立郡家図書館 平成16年度の実績 

・入館者概数　20,553人  （開館 280日）   
・利用者数　　18,886人  （巡回を含む）  
・貸出冊数　　70,210冊   （巡回・学級貸出を含む） 
・蔵書冊数　　35,356冊  （雑誌 2,115冊を含む） 
・巡回日数       120日        （５地区・月２回） 
・巡回貸出冊数  6,585冊  （１回平均 54.9冊）  
・おはなし会 （年間）21回（参加者289名） 

　昨年２月の改装で、広くて明るくなった八東図書
室は、八東公民館の中にあります。 
　合併で図書館システムが統合され、これまでのブ
ラウン方式から図書カードを利用した貸出方法とな
り、貸出冊数も１人５冊から10冊までとなりました。 
　八東図書室の蔵書数はまだ限られていますが、シ
ステムの統合で、町内の図書施設
が情報を共有し、他館の図書の予
約も瞬時にでき、３日以内に本が
届くなど、便利になりました。  
　地域に密着した温かい図書室に
なるよう、サービスに努めたいと
思います。 
　お気軽に、ご利用・ご相談ください。 

★ 

オ
ア
シ
ス
広
場 

八
頭
町
役
場 

中
央
中 Ｊ

Ａ
郡
家
支
店 

Ｊ
Ａ
給
油
所 

郡
家
公
民
館 

郡
家
運
動
場 

町
民
体
育
館 

郡
家
西
小 

至
船
岡 

至八東 

八頭高 
郡家駅 

八頭総合事務所 

町老人福祉センター 

町保健センター 

郡家ふれあいドーム 

郡家警察署 

郡家球場 

ＪＲ因美線

Ｒ29

Ｒ

29

町立郡家図書館 

平成17年度 教科書展示会（中学校用） 
６/10（金）～７/14（木）町立郡家図書館にて お知らせ 

　教育委員会事務局に４月１日付で指導主事（地
域教育担当）の橋本浩之さん（下段左）、加藤浩
志さん（下段右）、人権教育推進員の上田英夫さ
ん（上段左）、垣本博規さん（上段中央）、森下孝
子さん（上段右）が就任されました。どうぞよ
ろしくお願いします。 

　八頭町誕生に合わせ船岡町連合青年団と八東町連

合青年団が統合し、八頭町連合青年団が発足しました。 

　第１回目の事業として小学生を対象に、手作り紙

芝居の読み聞かせ、人形劇の公演、そして参加者全

員が交流できるように簡単なレクリエーションを《が

むしゃら☆ハイジャンプの会》と銘打って開催しま

した。 

　郡家、船岡、八東の各地域で開催し、参加した子

どもたちも、青年団のお兄さん、お姉さんと一緒に

がむしゃらにはしゃぎ、楽しい時間を過ごしました。 

　青年団長の高橋潤子さんは、「子ども事業は青年

団の得意とする分野。子どもたちとふれあい、楽し

い時間を共有でき、私たちの存在をアピールする一

つのきっかけになったと思う。この日のつながりを

大事にし、これからの活動に活かしていきたい。」と、

話します。 

　また、郡家地域では青年団の組織が休止状態にあ

り、若い力が発揮されないまま眠っています。今後

も八頭町連合青年団では、様々な活動を予定してい

ます。一緒に活動してみたいと思っておられる方、

連絡をお待ちしています。 

よろしくお願いします 

3会場実施状況 

絵本読み聞かせ、人形劇公演 

期　日 

5月 7日（土） 

5月21日（土） 

対　象 

郡家西・東小 

丹比・八東・安部小 

隼・船岡・大江小 

会　場 

郡家公民館 

山村開発センター 

船岡公民館 

 

お問い合わせ先　八頭町教育委員会  

　　　　　　　　生涯学習課（担当者：安藤） 

　　　　　　　　184－1232

　　　　 やま　ね たま　み やま　ね じゅん 　　  　　  　 

いし　い みず　ほ 
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乳
歯
は
「
食
べ
物
を
か
む
」
と

い
う
歯
本
来
の
役
割
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、「
永
久
歯
が
正
し
く
生

え
る
た
め
の
案
内
役
」
と
い
う
大

切
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
ふ
だ

ん
か
ら
む
し
歯
を
つ
く
ら
な
い
よ

う
に
し
、
む
し
歯
が
で
き
た
時
に

は
で
き
る
だ
け
早
め
に
見
つ
け
て
、

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
む
し
歯
の
原
因
は
「
歯
の
質
」

「
食
べ
物
（
糖
質
）」「
細
菌
」
の

３
つ
で
、
こ
れ
ら
の
条
件
が
そ
ろ

う
と
む
し
歯
に
な
り
ま
す
。 

　
乳
歯
、
永
久
歯
と
も
生
え
た
ば

か
り
の
歯
は
未
熟
で
軟
ら
か
い
た

め
、
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
で
す
。

生
え
て
か
ら
２
〜
３
年
の
間
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

　

む
し
歯
予
防
の
ポ
イ
ン
ト 

○
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た 

　
食
事
を
と
る 

　
乳
歯
の
下
に
は
永
久
歯
が
育
っ

て
い
ま
す
。
丈
夫
な
歯
の
た
め
に
、

カ
ル
シ
ウ
ム
や
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。 

 

○
よ
く
か
む
習
慣
を
身
に
つ
け
る 

　
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
と
、
唾
液

が
で
て
き
て
む
し
歯
の
原
因
と
な

る
糖
分
を
薄
め
た
り
、
歯
を
溶
か

す
酸
に
作
用
し
て
む
し
歯
に
な
り

に
く
く
し
ま
す
。
歯
ご
た
え
の
あ

る
食
べ
物
を
と
り
ま
し
ょ
う
。 

 

○
お
や
つ
は
時
間
と
量
を
決
め 

　
て
食
べ
る 

　
お
や
つ
＝
お
菓
子
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
子
ど
も
の
お
や
つ
は
、
３

回
の
食
事
で
と
り
き
れ
な
い
栄
養

を
補
う
も
の
で
す
。
軽
い
食
事
や

果
物
、
季
節
の
野
菜
、
牛
乳
な
ど

を
与
え
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
夏

に
は
枝
豆
や
と
う
も
ろ
こ
し
、
秋

な
ら
焼
き
い
も
や
ゆ
で
栗
と
お
茶

な
ど
が
お
す
す
め
で
す
。
甘
い
お

菓
子
や
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、
乳
酸
飲

料
や
ジ
ュ
ー
ス
ば
か
り
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
頻
繁
に
飲
食
を
し
て
口

の
中
が
汚
れ
て
い
る
と
、
ダ
ラ
ダ

ラ
と
む
し
歯
菌
に
栄
養
を
与
え
続

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
お
や
つ

は
時
間
を
決
め
て
与
え
ま
し
ょ
う
。 

 

○
関
心
を
お
や
つ
以
外
に
向
け
る 

　
屋
外
な
ど
で
十
分
に
遊
ば
せ
ま

し
ょ
う
。
子
ど
も
を
お
と
な
し
く

す
る
た
め
に
む
や
み
に
お
菓
子
を

与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

○
歯
み
が
き
の
習
慣
を 

　
身
に
付
け
る 

　
歯
が
生
え
た
ら
す
ぐ
歯
ブ
ラ
シ

に
慣
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、

食
事
の
後
は
歯
を
み
が
き
、
特
に

昼
寝
や
夜
寝
る
前
に
は
て
い
ね
い

に
み
が
き
ま
し
ょ
う
。 

 

○
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け
る 

　
歯
の
病
気
の
早
期
発
見
、
治
療

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

        

　
４
月
か
ら
、
郡
家
、
船
岡
、
八

東
の
３
つ
の
協
議
会
が
一
つ
の
協

議
会
に
な
り
、「
八
頭
町
食
生
活

改
善
推
進
員
協
議
会
」
が
発
足
し

ま
し
た
。
会
員
数
は
全
町
で
306
名

と
な
り
ま
し
た
。
食
生
活
改
善
推

進
員
は
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成

講
座
を
修
了
し
た
者
か
ら
構
成
さ

れ
た
全
国
組
織
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
で
す
。「
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
。
家
族
の
健
康
は
家
族

で
守
り
あ
い
、
そ
し
て
地
域
の
健

康
は
地
域
で
守
る
。」
を
合
言
葉

に
、私
た
ち
推
進
員
は
、各
家
庭
を

健
康
づ
く
り
の
パ
イ
プ
で
つ
な
ぎ
、

地
域
の
健
康
づ
く
り
の
輪
が
広
が

る
活
動
を
部
落
料
理
講
習
会
な
ど

を
通
じ
日
々
実
践
し
て
い
ま
す
。 

　
健
康
や
栄
養
に
つ
い
て
様
々
な

知
識
が
あ
ふ
れ
る
現
代
に
お
い
て
、

一
番
身
近
に
相
談
で
き
、
話
が
出

来
る
存
在
と
し
て
、
自
ら
も
知
識

を
高
め
る
研
修
を
行
い
な
が
ら
、

皆
さ
ん
と
共
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

八
頭
町
食
生
活
改
善
推
進
員 

協
議
会
の
重
点
活
動 

◎
食
事
と
運
動
で 

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う 

 

平
成
　
年
度
八
頭
町 

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
役
員 

会
　
長
（
郡
家
支
部
長
）
岡
川
　
久
江 

副
会
長
（
船
岡
支
部
長
）
上
田
ひ
さ
江 

副
会
長
（
八
東
支
部
長
）
尾
崎
　
光
子 

会
　
計
（
郡
家
支
部
役
員
・
上
私
都
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
谷
　
恵
子 

郡
家
支
部
役
員（
中
私
都
）
山
崎
か
お
る 

　
　
〃
　
　
　（
下
私
都
）
加
藤
美
和
子 

　
　
〃
　
　
　（
郡
家
東
）
伊
藤
　
員
子 

　
　
〃
　
　
　（
郡
家
西
）
伊
藤
美
恵
子 

　
　
〃
　
　
　（
国
　
中
）
西
尾
小
夜
子 

　
　
〃
　
　
　（
大
御
門
）
澤
谷
三
枝
子 

船
岡
支
部
役
員（
大
江
校
区
）
前
田
　
絹
江 

　
　
〃
　
　
　（
船
岡
校
区
）
岸
本
　
文
枝 

　
　
〃
　
　
　（
隼
校
区
）
豊
口
　
富
江  

八
東
支
部
役
員（
安
部
校
区
）
大
下
真
知
子 

　
　
〃
　
　
　（
八
東
校
区
）
上
田
恵
美
子 

　
　
〃
　
　
　（
丹
比
校
区
）
山
根
美
津
子 

 

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

　
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
０
―

157
な

ど
、
今
年
も
ま
た
は
や
り
そ
う
で

す
。
食
中
毒
は
一
般
に
気
温
が
高

く
な
る
初
夏
か
ら
晩
秋
に
か
け
て

多
発
す
る
の
が
普
通
で
す
。
食
中

毒
と
い
え
ば
、
飲
食
店
や
旅
館
な

ど
の
食
事
が
原
因
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
家
庭
で
も
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。 

　
変
な
に
お
い
が
し
な
け
れ
ば
大

丈
夫
、
冷
蔵
庫
に
い
れ
て
お
け
ば

安
心
な
ど
、
間
違
っ
た
認
識
が
食

中
毒
の
も
と
に
な
り
ま
す
。 

　
菌
を｢

つ
け
な
い｣｢

増
や
さ
な

い｣｢

殺
す｣

の
３
原
則
を
実
行
し

ま
し
ょ
う
。 

　 ○
菌
を
つ
け
な
い
…
…
食
材
に
触

れ
る
前
の
手
洗
い
と
、
調
理
器

具
の
殺
菌･

消
毒
の
徹
底
を 

・
調
理
の
前
に
は
、
必
ず
手
を
洗

う
（
こ
ま
め
に
手
を
洗
う
習
慣

を
）。 

・
肉
・
魚
・
卵
に
触
っ
た
ら
、
必

ず
手
を
洗
う
。 

・
ふ
き
ん
や
タ
オ
ル
は
乾
い
た
清

潔
な
も
の
を
使
う
。 

・
調
理
器
具
は
使
用
後
こ
ま
め
に

よ
く
洗
い
流
し
乾
燥
さ
せ
る
。 

・
肉
や
魚
を
切
っ
た
ま
な
板
は
そ

の
ま
ま
使
わ
な
い
（
肉
・
魚
用

と
野
菜
用
に
分
け
る
と
よ
い
）。 

 

○
菌
を
増
や
さ
な
い
…
…
た
べ
も

の
は
室
温
に
放
置
し
な
い 

・
新
鮮
な
食
材
を
買
い
、
す
ぐ
冷

蔵
庫
に
い
れ
、
詰
め
す
ぎ
に
注

意
す
る
（
７
割
程
度
が
目
安
）。 

・
生
も
の
は
最
後
に
買
い
、
寄
り

道
な
ど
は
し
な
い
。 

・
調
理
の
途
中
で
、
食
材
を
そ
の

ま
ま
放
置
し
な
い
（
長
時
間
放

置
は
菌
を
増
殖
す
る
）。 

・
料
理
し
た
も
の
は
す
ぐ
に
食
べ

る
（
温
か
い
も
の
は
温
か
い
う

ち
に
、
冷
た
い
も
の
は
冷
た
い

う
ち
に
）。 

・
残
り
も
の
は
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
へ

い
れ
る
。 

 

○
菌
を
殺
す
…
…
で
き
る
だ
け
生

食
は
さ
け
、
十
分
加
熱
し
た
も

の
を
食
べ
る 

・
食
品
や
残
り
物
の
再
加
熱
は
、

中
心
部
（
中
心
温
度
75
度
を
１

分
以
上
）
ま
で
し
っ
か
り
火
を

と
お
す
。 

・
調
理
済
み
の
レ
ト
ル
ト
食
品
や

冷
凍
食
品
も
、よ
く
加
熱
を
す
る
。 

・
電
子
レ
ン
ジ
の
加
熱
は
、
時
々

か
き
混
ぜ
て
ま
ん
べ
ん
な
く
火

を
と
お
す
。 

・
野
菜
な
ど
生
で
食
べ
る
も
の
は
、

流
水
で
十
分
洗
う
。 

・
使
用
後
の
タ
ワ
シ
な
ど
は
、
よ

く
洗
い
熱
湯
を
か
け
乾
燥
さ
せ
、

ま
な
板
や
ふ
き
ん
は
漂
白
す
る

と
よ
い
。 

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

72
―
３
５
６
６
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

72
―
３
５
６
５ 
連
絡
先 

６月・７月の保健事業 ６月・７月の保健事業 ６月・７月の保健事業 

母子 

母子 

成人 

成人 

献血 

献血 

各世帯に配布しています検診案内ちらしを 
ご覧ください。 

通知をご覧ください 

各世帯に配布しています検診案内ちらしを 
ご覧ください。 

「
私
た
ち
の
健
康
は 

　
　
　
私
た
ち
の
手
で
」 

私
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

の
精
神
に
徹
し
こ
の
ス
ロ
ー
ガ 

ン
の
実
現
に
努
め
ま
す
。 

 八
頭
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会 

17

食
中
毒
を
防
ご
う 

　
贈
答
品
・
シ
ー
ツ
・
タ
オ
ル 

　
日
用
雑
貨
な
ど 

 

　
品
物
が
集
ま
り
ま
し
た
ら
船
岡

作
業
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
受
け

取
り
に
う
か
が
い
ま
す
。 

　
準
備
の
都
合
上
７
月
15
日（
金
）

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。 

         

お
問
い
合
わ
せ
先  

　
八
頭
町
船
岡
殿
１
６
３ 

　
八
頭
ひ
か
る
会
船
岡
作
業
所 

　
1
73 

―
０
７
９
７ 

　（
※
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
で
す
） 

な
か
ま
バ
ザ
ー
で 

販
売
す
る
品
物
の 

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
第
 14
回
な
か
ま
バ
ザ
ー  

　
と
　
き
　
平
成
17
年 

　
　
　
　
　
７
月
28
日（
木
） 

　
じ
か
ん
　
午
前
10
時
〜 

　
　
　 

　
　
午
後
１
時
30
分 

　
ば
し
ょ
　
八
頭
ひ
か
る
会 

　
　
　
　
　
船
岡
作
業
所 

3日 
14日 
16日 
23日 

 2 日     9日 
16日   23日 

30日 
6日 
13日 
27日 
7日 
21日 

7～9日  

13～15日  
16日 

 
30日 

6日 
 
 7日 

4日 
11日 
5日 
7日 
5日 

離乳食講習会 
育児相談 
６ヶ月児健康診査 
１歳６ヶ月児健康診査 
 
水中運動教室 
 
 
健康相談 
 
 さわやか体操教室 

 巡回検診 
 
巡回検診 

心の健康相談 
デイケア 
肝臓病教室 

成分献血 
 
 ２歳児歯科健診 

健康相談  
さわやか体操教室 
水中運動教室 
全血 

9:30～12:00 
9:30～11:30 

受付13:00～13:30 
受付12:45～13:00 

 
10:30～11:45 

 
 

9:30～11:00 
 
 14:00～15:00 

 
 
 
 

9:30～11:30 
 

受付14:00～14:15 
9:00～12:00 
13:30～16:30 

 
受付12:45～13:00 

9:30～11:00  
14:00～15:00 
10:30～11:45 
9:30～16:00

郡家保健センター 
郡家保健センター 
郡家保健センター 
郡家保健センター 
 
八東保健センター 
 
郡家保健センター 
八東保健センター 
船岡保健センター 
船岡保健センター 
八東保健センター 
 
 
 
 
郡家保健センター 
 
郡家保健センター 
八東支所前  
船岡公民館 
 
郡家保健センター 
郡家保健センター 
八東保健センター 
郡家保健センター 
八東保健センター 
郡家管内 

４～５ヶ月 
乳幼児等 
生後６～８ヶ月 
１歳６ヶ月～２歳 
 
一般 
 
 
一般 
 
 一般 
 
40歳以上 
 
40歳以上 

一般 
 
一般 
 
 
 
２歳０～４ヶ月 

一般  
一般 
一般 

６月 

７月 

６
月
４
日
〜
10
日
は 

歯
の
衛
生
週
間
で
す 

む
し
歯
予
防
は
０
歳
か
ら 

むし歯ができる３つの条件 

歯の質 

細菌 

むし歯 むし歯 

食べ物 
（糖質） 
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７月30日(土)から31日(日)

●
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は 

　
郡
家
隣
保
館 

　
　
〒
６
８
０
ー
０
４
５
５
　 

　
　
八
頭
町
土
師
百
井
１
８
５
番
地
１ 

　
　
T
E
L
0
8
5
8
・
　
・
2
6
7
2
 

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
8
5
8
・
　
・
2
6
7
2

7272

　
船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
　
〒
６
８
０
ー
０
４
７
３
　 

　
　
八
頭
町
坂
田
1
4
番
地
１ 

　
　
T
E
L
0
8
5
8
・
　
・
0
0
3
0
 

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
8
5
8
・
　
・
0
0
3
0

7373

　
八
東
隣
保
館 

　
　
〒
６
８
０
ー
０
５
３
１
　 

　
　
八
頭
町
才
代
１
２
９
番
地
１ 

　
　
T
E
L
0
8
5
8
・
　
・
3
4
9
6
 

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
8
5
8
・
　
・
3
7
9
7

84 84

いのち・愛・人権 

八頭町 
第２号 

このコーナーでは、人権
に関するあらゆる問題に
ついて皆さんの意見・提
言などを紹介していきた
いと思います。あなたの意
見を800字程度にまとめ、
どしどし隣保館・文化セン
ターへお寄せください。 

      

　
私
は
こ
の
四
月
か
ら
、
船
岡
小

で
人
権
教
育
主
任
と
し
て
勤
務
し

て
い
ま
す
。
山
郷
小
学
校
で
六
年

間
、
智
頭
小
学
校
で
十
年
間
勤
務

し
、
智
頭
町
内
が
十
六
年
に
も
な

り
、
今
回
は
久
し
ぶ
り
の
町
外
へ

の
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
住
所
が

智
頭
町
内
だ
っ
た
の
で
、
本
当
に

生
活
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

　
さ
て
、
異
動
当
初
は
、
緊
張
し

不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
始
業
式
・

入
学
式
の
準
備
な
ど
で
、
子
ど
も

た
ち
と
接
し
て
い
く
中
で
、
船
岡

小
の
子
ど
も
た
ち
の
あ
い
さ
つ
に
、

本
当
に
励
ま
さ
れ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。 

　
朝
か
ら
、
元
気
よ
く
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を

し
て
く
れ
る
「
船
岡
っ
子
」
に
日
々

励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
で
最
近
、
人
権
教
育
の

中
で
、
重
要
視
さ
れ
て
い
る
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、
①
セ
ル
フ
エ
ス

テ
ィ
ー
ム
（
自
尊
感
情
）
②
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
③
エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ

れ
ま
す
が
、
本
来
、
私
た
ち
が
こ

れ
ま
で
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
を
、

カ
タ
カ
ナ
に
変
え
た
だ
け
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、「
自
分

自
身
を
大
切
に
思
い
、
そ
し
て
、

他
者
を
も
大
切
に
で
き
る
力
。
自

分
の
考
え
も
伝
え
な
が
ら
他
者
の

考
え
も
受
け
止
め
つ
な
が
り
あ
っ

て
い
け
る
力
。
そ
し
て
、
自
分
の

人
生
を
自
分
で
決
め
て
い
く
力
、

自
己
実
現
の
力
。」
こ
う
し
た
こ

と
を
カ
タ
カ
ナ
で
表
現
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

　
特
に
、
昨
今
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
の
低
下
が
声
高
く
叫
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
相
手
と
の
関
係
を

い
か
に
作
っ
て
い
く
か
は
、「
人

間
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
、「
人
」

に
と
っ
て
は
「
間
」
や
「
関
係
」

は
大
切
な
こ
と
で
す
。
昔
か
ら
人

と
の
関
係
を
作
っ
て
い
く
こ
と
は

「
か
わ
ら
な
い
」
こ
と
で
す
。 

　
さ
て
、
人
間
関
係
を
作
っ
て
い

く
、
第
一
歩
は
言
う
ま
で
も
な
く

「
あ
い
さ
つ
」
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
去
年
私
自
身
一
ヶ
月
間
英
語

研
修
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
た
時
、
関
係
の
基

本
は
、「
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ
」

の
あ
い
さ
つ
で
し
た
。
洋
の
東
西

は
問
い
ま
せ
ん
。 

　
い
く
ら
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
も

人
と
し
て
の
基
本
で
あ
る
「
あ
い

さ
つ
」
の
大
切
さ
は
、
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
船
岡
の
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
、
八
頭
町
の
子
ど
も

た
ち
・
大
人
・
地
域
の
人
々
全
て

が
、
明
る
く
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す

こ
と
が
で
き
る
町
こ
そ
が
、「
人

権
の
町
」
の
基
本
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
船
岡
小
学
校
で
そ
の
こ

と
を
再
確
認
し
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。 

▲昨年の手話グループの発表 

りんぽかん 
谷口　道行さん 
（船岡小） 

　
八
頭
郡
隣
保
館
連
絡
協
議
会
の

通
常
総
会
が
４
月
８
日
に
、
鳥
取

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
鳥
取
県
内
も
市
町
村
合
併
で
行

政
区
域
が
大
幅
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

　
八
頭
郡
隣
保
館
連
絡
協
議
会
も

８
町
村
で
構
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

３
町
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。 

　「
山
椒
は
小
粒
で
も
ぴ
り
り
と

辛
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
部
落
解
放

の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
組
織
と

し
て
人
間
の
自
由
と
平
等
、
基
本

的
人
権
の
尊
重
の
精
神
に
基
づ
き
、

部
落
住
民
は
も
と
よ
り
周
辺
地
域

住
民
を
含
め
、
社
会
的
・
文
化
的
・

経
済
的
生
活
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
社
会
に
今
な
お
現
存
す
る

不
合
理
な
部
落
差
別
を
根
絶
す
る

た
め
、
関
係
機
関
や
運
動
団
体
と

の
緊
密
な
連
携
の
も
と
各
種
運
動

や
事
業
を
行
い
、
以
っ
て
部
落
問

題
の
完
全
か
つ
速
や
か
な
解
決
に

資
す
る
団
体
と
し
て
、
気
持
ち
を

新
た
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

　
本
年
度
の
事
業
は
、
３
町
６
館

で
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
様
に
活
動

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
の
研
修
で
は
、
鳥
取
県

人
権
局
長
の
磯
田
教
子
さ
ん
を
お

迎
え
し
て
「
人
権
・
同
和
行
政
の

重
要
性
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
中
で
、
隣
保
館
は
、
町
民

か
ら
頼
ら
れ
る
同
和
問
題
の
速
や

か
な
解
決
に
資
す
る
役
割
を
担
う

と
と
も
に
、
周
辺
地
域
を
含
む
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
し
て

「
共
に
生
き
る
地
域
社
会
の
実
現
」

を
目
指
す
「
福
祉
と
人
権
の
町
づ

く
り
の
拠
点
施
設
」
で
あ
る
の
で
、

県
同
和
対
策
課
の
予
算
の
う
ち
隣

保
館
関
係
に
８
割
を
充
て
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
前
年
度
県
主
催
の

事
業
と
新
年
度
新
し
く
実
施
予
定

の
事
業
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
隣
保
館
の
職
員
と
し
て
、

住
民
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
、

よ
り
よ
い
情
報
を
提
供
す
る
発
信

基
地
と
し
て
の
役
割
や
い
ろ
い
ろ

な
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
え
る
な
ん

で
も
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ

く
る
こ
と
の
必
要
性
を
話
さ
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
、
人
の

話
を
「
聴
」
く
、
人
の
希
望
に｢

添｣

え
る
、
人
と
「
支
」
え
合
う
、
み

ん
な
「
仲
」
良
く
、「
笑
」
う
こ

と
、
こ
れ
ら
５
文
字
の
漢
字
「
聴
・

添
・
支
・
仲
・
笑
」
を
サ
ー
ク
ル

と
し
て
結
ぶ
た
め
に
は
、
人
権
が

重
要
と
も
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
隣
保
館
職
員
の
活
躍

を
希
望
さ
れ
講
演
会
終
了
と
な
り

ま
し
た
。 

 

　
鳥
取
県
で
は
、
同
和
対
策
事
業

特
別
措
置
法
の
制
定
を
記
念
し
て

７
月
10
日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
を

部
落
解
放
月
間
と
定
め
、
各
地
で

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
八
東
隣
保
館

で
は
、
こ
の
期

間
中
に
解
放
文

化
祭
を
開
催
し
、

今
年
で
25
回
目

と
な
り
、
７
月

30
日
と
31
日
に

予
定
し
て
い
ま

す
。 

　「
部
落
差
別

を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
を

な
く
し
よ
う
」

を
統
一
テ
ー
マ

と
し
て
、
同
和

問
題
講
演
会
、

意
見
体
験
発
表
、

そ
の
他
住
民
参

加
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
組
ん
で
発

表
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
作
品
展
示
で
は
、
住
民
の
手
づ

く
り
作
品
、
グ
ル
ー
プ
で
の
作
品
、

学
習
成
果
の
発
表
や
、
保
育
所
、

小
学
校
、
中
学
校
の
児
童
生
徒
の

作
品
な
ど
を
展
示
し
て
啓
発
し
て

い
ま
す
。 

　
今
年
の
基
調
講
演
会
で
は
、
人

権
先
進
県
づ
く
り
の
先
頭
に
た
つ
、

片
山
善
博
知
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。 

　
こ
こ
で
、
解
放
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
み
る
と
、
部
落
差
別
か
ら

の
解
放
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
部

落
問
題
ま
た
は
、
差
別
観
念
と
い

う
し
が
ら
み
か
ら
解
き
放
つ
こ
と

を
共
に
考
え
よ
う
と
い
う
目
的
が

あ
り
ま
す
。 

　
単
に
部
落
の
解
放
、
部
落
の
た

め
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
住
民

み
ん
な
の
気
持
ち
を
確
か
め
合
う

催
し
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

▲人権局長  磯田数子さんの講演 

▲通常総会のようす 
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「法務局サンデー相談」を 
ご利用ください 

お知らせ 

　国税庁では税務職員を募集しています。国の財政
を支え、私たちの生活と未来を支える税のプロフェ
ッショナルをめざして、ぜひ受験してください。 
 
【受験資格】昭和60年４月２日～ 
　　　　　　昭和63年４月日生まれの者 
【試験の程度】高校卒業程度 
【受験申し込み期間】平成17年６月21日（火）から 
　　６月28日（火）まで（６月28日消印有効） 
【受験申し込み先】 
　　採用希望地を所轄する人事院地方事務局（所） 
【第１次試験】 
　 ・試 験 日　平成17年９月４日（日） 
　・試 験 地　広島国税局管内では、鳥取市、松江市、
　　　　　　　岡山市、広島市、福山市、山口市 
　・試験科目　教養試験・適性試験・作文試験 
【第１次試験合格発表】 
　　平成17年10月７日（金） 
【第２次試験】 
　 ・試 験 日　平成17年10月13日（木）から 
　　　　　　　10月20日（木）までの指定する日 
　・試 験 地　広島国税局管内の指定する会場 
　・試験科目　人物試験・身体検査 
【最終合格発表日】 
　　平成17年11月10日（木） 
【受験申込書及びパンフレットの請求、問い合わせ先】
　　広島国税局人事第二課試験研修係 
　　〒730 －8521　広島市中区上八丁堀６－30　 
　　1（082）221－ 9211内線3743 
　　またはお近くの税務署総務課へ 
【ホームページアドレス】 
　・国　税　庁　http://www.nta.go.jp 
　・広島国税局　http://www.hiroshima.nta.go.jp

税務職員を募集します 

◆２等陸・海・空士（国家公務員）募集 
　◎身　分：特別職国家公務員 
　◎俸　給：159,600円 
　◎賞　与：年２回支給（4.4ヶ月分） 
　◎休　暇：夏・冬に連続休暇あり 
◆採用試験の概要 
　◎募集人員：陸上、航空、海上要員 
　◎受　　付：平成17年 6月15日（水）まで 
　◎応募資格：18歳以上27歳未満の男子 
　◎試　　験：平成17年 6月16日（木）米子駐屯地 
　◎入　　隊：７月下旬～８月中旬の予定 
お問い合わせ先 
　自衛隊鳥取募集案内書 
　鳥取市永楽温泉町152（日通ビル1Ｆ） 
　1（0857）26－4019

自衛官採用試験のお知らせ 

　鳥取県土地家屋調査士会では、土地の境界に関す
ること、土地分筆・建物新築など土地・建物の表示
に関する登記についての無料相談会を開きます。 
　これらのことで日ごろお悩みのかたはお気軽にご
利用ください。 
【と　き】平成17年６月25日（土）午前10時～午後４時 
【ところ】鳥取市福祉文化会館５階第二会議室 
【受け付け】当日会場にて行います。 
【問い合わせ先】鳥取県土地家屋調査士会　事務局 
　　1（0857）22－7038　FAX（0857）24－3633 
　　ホームページアドレス　http://www12.ocn.ne.jp/

土地境界に関する無料相談会 

　長雨・集中豪雨・台風などで土砂災害が起こりや
すい時期になりました。一人ひとりが「日ごろの備
え」と「早めの避難」に心がけることが大切です。 
　日ごろから家の周りの危険箇所や避難場所を確認
し、天気予報や台風情報などに注意して、危険だと感
じたら早めに最寄りの避難場所等に避難しましょう。 

６月は土砂災害防止月間です 「鳥取NOW」 
（第66号、６月１日発行） 
■お求めは県内書店、 
　役場広報担当 
■定価  １部300円（税込み） 
■発行  年４回（３,６,９,12月） 

鳥取県の話題を満載 

要約筆記を学んでみませんか 
　みなさんが要約筆記を身につけると、手話習得の
困難な中途失聴者や難聴者のかたとのコミュニケー
ションがもっととりやすくなるでしょう。社会福祉
法人鳥取県社会福祉協議会では、毎年聴覚障害者の
福祉増進のため、要約筆記講習会を開催しています。
要約筆記に関心のあるかたは申し込んでみてくださ
い。 
 
１．会場・日時 
　　鳥取会場 
　　鳥取市福祉保健総合センター　さざんか会館 
　　平成17年６月18日（土）開講 
　　13：00～16：00 
　　以降ひきつづき６月25日、７月２・９・16・23・30日、
　　８月６・20・28日の10日間講習 
 
２．講習内容 
　　コース選択　①手書き　②パソコン 
　　◆要約筆記・聴覚障害者に関する講義 
　　◆要約筆記実技 
 
３．対象者 
　　◆要約筆記に関心のあるかた 
　　◆パソコン要約筆記コースはつぎの要件を満た 
　　　すかた 
　　　①ノートパソコンを持参できるかた 
　　　②ある程度パソコンの入力ができるかた 
 
４．受講料 
　　◆手書きコース　　受講料　   500円 
　　◆パソコンコース　受講料　1,000円 
 
５．受付期間と申し込み方法 
　　◆平成17年６月11日（土）まで受け付け 
　　◆往復はがきに住所・氏名・電話番号・希望　
　　　会場・希望コース（手書き、パソコン）を　
　　　記入の上、鳥取県社会福祉協議会へお申し　
　　　込みください。 
 
６．講習会に関する問い合わせ先 
　　社会福祉法人鳥取県社会福祉協議会　福祉振興課 
　　　鳥取市伏野1729－ 5 
　　　鳥取県立福祉人材研修センター内 
　　　　　   1 （0857）59－6333 
　　　　　FAX（0857）59－6341 
※倉吉・米子会場でも実施されますので、こちら
を希望される場合は鳥取県社会福祉協議会へお
問い合わせください。 

鳥取地方法務局の業務について 
　鳥取地方法務局は、本局（鳥取市東町）、倉吉支
局（倉吉市駄経寺町）および米子支局（米子市旗ヶ
崎）の３箇所で①「登記事務」、②「戸籍・国籍事務」、
③「供託事務」、④「訟務事務」、⑤「人権擁護事務」
の５種類の事務を取り扱っています。 
　なお、鳥取市気高町内に鳥取地方法務局分室があ
りますが、分室ではコンピューターシステムの管理
を行い、他の法務局で行っている５種類の事務は取
り扱っていません。 
　登記事項証明書の申請や人権相談など上記５種類
の申請・相談などの手続きは、お近くの本局、倉吉
支局または米子支局へお出かけいただきますようお
願いします。 
　法務局の取り扱う事務につき、ご不明な点などが
ございましたら、本局お客様相談室にお尋ねください。 
 
お問い合わせ先 
　鳥取地方法務局　本局　1（0857）22－2191 
　　　同　お客様相談室　1（0857）22－2127 
　　　同　お客様相談室IP電話 
　　　　　　　　　　　　　　　　1 050－3365－6753

　鳥取地方法務局では、平日法務局を利用できない
かたのために「法務局サンデー相談」という名称の
相談所を開設します。 
　相続、登記、戸籍、人権擁護などのほか、悩み事、
心配事などの相談にも応じますのでご利用ください。 
　日　時　平成17年６月26日（日）10:00～ 16:00 
　場　所　パレットとっとり　２階市民交流ホール 
　　　鳥取市弥生町323番地１ ※旧鳥取銀行本店跡地 
お問い合わせ先 
　鳥取地方法務局　お客様相談室 
　　　　　　　　　1（0857）22－2127 
　　　　同　　　　お客様相談室IP電話 
　　　　　　　　　　　　1 050－3365－6753

お詫びして訂正します 
　先日、配布しました「暮らしの便利帳」手続
きガイド32頁の記載に一部誤りがありました。
次のとおり、お詫びして訂正します。 
 
　正　就学前小児入院医療費助成 
　誤　就学前小児通院医療費助成 
 
　正　５歳～就学前の～入院医療費 
　誤　４歳～就学前の～通院医療費 
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船岡地域 
行政相談開設日の変更について 

指定ごみ袋の収集について 
　すでに皆さま方へお知らせしておりますが、６月
末まで旧町指定のごみ袋を使用することができます。 
　７月から八頭町指定ごみ袋のみ収集するようにな
ります。八頭町の指定ごみ袋での収集品目は次のと
おりですので、ご確認ください。 

　本年度の行政相談開設日について、区長会を通じ
てお知らせしておりましたが、船岡地域での開設日
を６月以降は、人権相談と同日に開設するよう変更
しましたので、ご承知ください。 

狂犬病予防接種 
補足注射の実施について 

　狂犬病予防注射の補足を下記の日程で行います。 
　狂犬病予防注射は、生後９１日以上の犬であれば
飼い主の責任として毎年必ず受けなければなりませ
ん。今年度の集合注射は最後になりますので、でき
るだけ今回の補足注射を受けてください。今回でき
ない場合は、動物病院で接種後に狂犬予防注射済証
明書を持って本庁福祉課、または船岡支所、八東支
所各住民生活課で注射済票等の交付手続きをしてく
ださい。 
 
　手数料　登録済の犬　2,950円（予防注射手数料） 
　　　　　未登録の犬　5,950円 
　　　　　（登録料3,000円と予防注射手数料） 
 
 
 
 
 
【お問い合わせ先】　 
　本　　庁　福 祉 課　176－0205 
　船岡支所　住民生活課　172－0144 
　八東支所　住民生活課　184－1220

５月１日現在 
（　　）内は前月比 

八頭町の 
世帯数と人口 

４月14日 

21日 

21日 

22日 

24日 

25日 

26日 

30日 

30日 

５月３日 

７日 

４月８日 

17日 

４月11日 

28日 

28日 

５月２日 

９日 

木村　貞榮 

宮　　シモ 

尾　　正二 

林　　致朗 

竹嶋　盛男 

信夫　秋子 

井上　一子 

石川　歳代 

高木　孝瑛 

井上富士野 

上田　次正 

植木　　優 

小河　睦男 

竹内　政行 

桂木　伸吉 

田中美智子 

安住　　博 

豊口　　茂 

65歳 

91歳 

83歳 

88歳 

86歳 

85歳 

93歳 

65歳 

86歳 

76歳 

86歳 

81歳 

80歳 

94歳 

65歳 

74歳 

72歳 

67歳 

（下　坂） 

（福　地） 

（久能寺） 

（万代寺） 

（延命寺） 

（下大坪） 

（下門尾） 

（　花　） 

（西御門） 

（下津黒） 

（池　田） 

（坂　町） 

（下　濃） 

（　島　） 

（安井宿） 

（徳　丸） 

（日　田） 

（茂　田） 

世帯数 

総人口 

男 

女 

5,662 
20,315 
9,781 
10,534

（－３） 

（－７） 

（－９） 

（＋２） 

世帯 

人 

人 

人 

郡
家
地
域 

船
岡
地
域 

八
東
地
域 

お
く
や
み 

日　付 名　　前 年　齢 ところ 

中山間地域等直接支払制度を 
ご存知ですか 

　中山間地域等は、農地の傾斜や高齢化などで農業
生産条件がきびしく、耕作放棄地の増加が懸念され
ています。そこで今後の農業生産の維持と農地が持
つ多面的機能の確保を図るため、次のような交付金
制度が設けられています。 
１ 対象農用地 
次に該当する１ha以上の一団の農用地 
（１）特定農山村法、山村振興法及び過疎法の指

定地域の場合 
　ア　急傾斜農用地（田1/20以上、畑及び採

草放牧地15度以上） 
　イ　自然条件により小区画・不整形な水田 
　ウ　市町村長の判断により指定する農用地 

２ 対象者 
　集落協定または個別協定に基づき、５年以上継
続される農業生産活動等を行う農業者 
３ 単価 
 
 
 
 
 
 
 
 
　この制度の利用等くわしいことは役場産業課にお
問い合わせください。 
【お問い合わせ先】 
　本　　庁　産業課　176－0208

農業者年金受給者の方へ 
　現況届が5月31日までに農業者年金基金から直接送
付されます。お手元に届きましたら、内容を確認して
いただき必要事項を記入して、6月30日までに提出し
てください。 
　なお、現況届の未提出者は現況の確認ができないた
め、届出があるまで農業者年金の支払いが差し止めと
なりますのでご注意ください。　　　　　　　　 
 
【提　出　先】八頭町役場本庁舎　産業課 
　　　　　　　　　　　船岡庁舎　産業振興課 
　　　　　　　　　　　八東庁舎　農業委員会事務局 
【問い合わせ先】八東庁舎　農業委員会事務局 
　　　　　　　　　　　　1（0858）84－1227 
 
《おもな動き》 
５／10　第2回定例会 
　　議　事 
　　１． 農地法の規定による許可申請 
　　　　・第3条（所有権移転）　　　　　　  7件 
　　　　・第5条（転用）　　　　　　　　  　2件 
　　２．非農地証明申請　　　　　　　　　　1件 
　　３．農用地利用集積計画の決定　　　　131件 
　　４． 報告事項 
　　　　・農地法第20条第6項（合意解約）   14件 

 
 
　下水道使用料は、基本料金（月額2,200円）と毎
月１日現在の住民基本台帳の人員に応じた世帯員割
（月額 420円）を加えた額を納めていただいていま
すが、老人等で施設に入所されている方で、住所移
転が困難な方については、世帯員割を減免すること
とします。　該当される方がいらっしゃれば、印鑑、
施設入所証明書をご持参の上、役場上下水道課また
は支所建設水道課で申請してください。 
【お問い合わせ先】 
　本　　庁　上下水道課　176 －0207 
　船岡支所　建設水道課　172 －3973 
　八東支所　建設水道課　184 －1228

下水道使用料の減免について 

平成17年度地籍調査について 
　地籍調査は、国土調査法という法律に基づき、一
筆ごとの土地について、その所有者、地番、地目の
調査をし、精度の高い測量で面積を測り、簿冊と地
図にまとめる作業です。地籍調査により作成された
地籍簿と地籍図は、その写しが法務局に送付され、
今までの登記簿が書き改められるほか、また公図に
代わる図面として備え付けられます。 
　平成17年度に一筆地調査に着手する地区は大坪の
一部（郡家地域）西谷・見槻の各一部（船岡地域）
清徳の全部（八東地域）で、全体調査面積は1.81k㎡、
筆数は1,913筆です。 
　各地区に土地をお持ちの方々には、改めて説明会
の案内をいたしますが、未相続や売買等で未登記の
ままになっている土地がありましたら、速やかに所
有権移転登記をすませておいて下さい。 
　地籍調査の円滑な推進のため、関係のみなさまの
ご理解とご協力をお願いします。 
【お問い合わせ先】 
    船岡庁舎　地籍調査課　172－3154

４月６日 

７日 

８日 

10日 

18日 

26日 

28日 

30日 

４月10日 

20日 

４月２日 

４日 

10日 

山田　愛理 

小谷　隼也 

渡邊　陽光 

中澤　晴菜 

大西さくら 

林　　沙都 

田中　菜花 

影井希月葵 

萩原　永稀 

大塚　太陽 

新野　柚稀 

山本　優菜 

竹市　　瑠 

  泉  ・永利子 

精和・恵美子 

享寛・真由美 

純也・悦子 

大輔・  愛 

大介・綾子 

健一・清子 

一弥・由佳 

昭二・陽子 

正司・ロデリザ 

道明・由香 

幸平・百合 

武美・優希 

（郡家東区） 

（堀　越） 

（さつきヶ丘） 

（南ヶ丘） 

（南ヶ丘） 

（郡家東区） 

（奥山上） 

（東市場） 

（丸　山） 

（上　町） 

（富　枝） 

（小別府） 

（　南　） 
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め
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敬称略 ひとのうごき 

（単価が上乗せされる加算措置があります。） 

21,000円 
8,000円 

11,500円 
3,500円 

10,500円 
3,000円 

急傾斜地（1/20以上）  
緩傾斜地（1/100～1/20） 
急傾斜地（15度以上）  
緩傾斜地（8～15度） 

急傾斜地（15度以上） 
緩傾斜地（8～15度） 

地　目 
 

区　分 10a当単価 

農業委員会 
農業者年金の現況届の提出は６月30日までです 

 

水　田 
 
畑 
 

採草放牧地 

町指定のごみ袋  
町指定のごみ袋 
町指定のごみ袋  
透明な中身のわかる袋 

収集品目 ごみ袋の種類 

燃えるごみ 
白色トレイ 
プラスチック 
ペットボトル 

午前10:05～10:20 
  〃  10:35～10:50 
  〃  11:10～11:30

期　日 

 
6月9日（木） 

注
射
日
程 

時　間 

八東保健センター 
船岡庁舎 
郡家保健センター 

場　所 
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■町議会議員の紹介 

■図書館情報 
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今月の主な話題 

船岡地域の小学校４年生が４月25日に早期米
コシヒカリの田植えにチャレンジしました。 

町内小学生が田植えを 
体験学習 
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八頭町男女共同参画審議会委員 
募集！！ 

　八頭町の男女共同参画を推進するために設置する
「男女共同参画審議会」の委員を次のとおり募集し
ます。 
 
１．審議会の役割 
①男女共同参画に関する重要事項についての調査
及び審議 
②男女共同参画行動計画の策定支援 
③男女共同参画の推進に関する施策についての提言 

 
２．任　　期　２年（任命の日から） 
 
３．募集人員　６名（審議会委員15名のうち、６名を公募） 
 
４．募集期限　平成17年６月20日（月） 
 
５．応募資格　（次の全ての要件に該当する方） 
①町内在住の18歳以上の方　 
②男女共同参画の推進に意欲のある方 
③年間３回程度開催する審議会に出席できる方 
 
６．応募方法 
　住所・氏名・年齢・性別・職業・電話番号・簡
単に応募の動機等を記載した申込書（様式は自
由）を持参、郵送、ＦＡＸ、Ｅメール等で提出
してください。 

 
７．応 募 先 
〒680-0493 
八頭郡八頭町郡家493　八頭町役場企画人権課 
　1　（0858）76－0203　FAX（0858）73－0414 
　Eメール  kikakujinken@town.yazu.tottori.jp  

　私たちのまわりの生活を見渡すと、「男は仕事」
「女は子育てや介護」あるいは、「男らしく」「女
らしく」というように性別で役割が分けられがち
なことに気づきます。 
　「男女共同参画」とは、性別にとらわれず社会
のあらゆる分野において、一人ひとりの個性を認
めた上で、男性も女性も計画・決定・実践に力を
合わせてかかわっていくことを意味しています。 

　このたび八頭町の総合計画を作成するにあたり、
住民の皆さんから広くご意見を受け付けます。 
受付方法 
その１　役場本庁福祉課窓口、船岡支所地域振興

課窓口、八東支所地域振興課窓口に計画
書（素案）を設置しますので意見などを
ご記入ください。 

その２　役場ホームページに計画書（素案）を掲
載しますのでメールで意見などをお送り
ください。 

受付期間　平成17年６月20日（月）～７月20日（水）まで 
役場ホームページ　http://www.town.yazu.tottori.jp 
Ｅメール　kikakujinken@town.yazu.tottori.jp 
お問い合わせ先　企画人権課　1 76－0203

「男女共同参画」とは？ 

男女共同参画啓発シリーズ ① 




